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　　　　　　　　　　　　　　・　ま　　え　　が　　ぎ

　　　　　　　宇宙開発委員会は、国として統一ある方針のもとに、総合的に

玉　弘　　　　宇宙濫発を推進する詰め起宇宙開発計画を策定し・毎年度・その・

　　　　　　見直しを行う、ことどし｝といる。一’、　♂　ギ

　　　　　　　本年度は1国内の研究及び開発の進捗状況、国際環境の変化＼

　　　　　　宇宙の四望に関する長期的な見通し等を踏まえ、新たな要請に対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
許　湿して・惇宙開発計画紹稗8鞭決定）」鞭r修正及

∴　　　　　び追加を行い、　「宇宙開発計画（昭和49年度決定）」を叢定ナ、

　　　　　　　る。　　　、　　　、　　　・　　　・

　パ　　　　　　修正及び追加の主要点はヤ次のと澄’りである。

　　　　　　　！　第7号科学衛星ぐASTRO－A）を、M－3Sロケットに・

　　　　　　　　より・昭和ぢ4年度に打ち上げることを目標に、同衛星め開発に

　　　　　　　着回す為こと。

　　　　　　　∵雛二型（ETS’一回）の開発研無手ずる叫

　　　　　　　3、第5・号科学衛星（EX・OS－A）の打上げ目標年度を昭和51

　　　　　　　’鞭かち麟・・5脚度に、、藪～1第6号科学鯉ぐEXOS－B）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　　　　　、　　　’卜、　　　　　　　「1前　　　’

　　　、凱ほ一’・　レ’∫＼。，．』
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の打上げ目標年度を昭和5’2年度から昭和53年度に、それぞ

　れ変更すること。

4　静戯気象衛星（て｝，座S・）、実験用中容量静止通信衛星くGSう！

及び実糊中型放送衛墨（BS）の打上げ目標年度を昭和51じ

　年度か、ら・昭和52年度に、峰たY実験用静止通信衛星（：ECS）

＼の叫瑚織留昭和52簸か『聯053鞭に・認る、

　れ変璽認るζと。　　・　　＿、1・一：．∴　、　，　3∵

5　第5号以降の科学衛星を打ち上げるためのロケットを・4段式旨

めM－4SH・ケヅト測M－4SS・ケッ‘トカrら3段式ρM♂

’一 ﾌ・照照びM－3S志望トにそれぞれ寵することポ

　　　商い《幽　ゴ・　ひ一、∴♂1・、…　　♂燕：r　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　い∵誓ボ♂㌧弓噂∴一三’己…∵∵，ジニ

　　　　　　　　　　　　　＿2三二．

鋤章我が国の宇総濠筋向＿

　　工世物勲と鉢の現状　・一　▽，卜
　　　（1）　近年・宇宙技術の急速な進歩癸達により、宇宙空間は入

　　　・類の新た一な活動領域として登場してきてお弧科学研究の

　　　　分聾及び実利用の分野への罷工衛星の応用をぱじめ、有人

へ　・凋操査、惑星探査等が次娃実現され、もはや宇宙空間の

　　　　利用は入類Q発展に磨ぐこどのできな広竜鋤となっている。

　　　　　このような状溌の中で1宇宙空間を纐留日益のために

　　　　本楮的に利用することをめざしてさ各国臓活発な宇宙活動’

　　　　を覚し丁鴨・すなわちく米国は新し畔宙輸送システ

　　　　ム及びその利用シヌテ広¢！開発を行うスペース・シャトル．

　　3髄を幽ζす恥詰論1’・7ポ盛徳：雛進レ☆

　　　　ソ連は笥ス㌃∫シ1騨の離をめざすなどの照照ギ

　　　　声活動を行って照る。また、カナダは実用の国吋逼

，・・

　　　　じφ雛今糊は嚇宇脚用時代を翫、
　．、，入類社会め準歩々ζ対‘しぐ新た豫局面1を開｝こケどしでいる。・、
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②し純rの無線空酌稗妹・噸r畑
課溢し榴趣糾国際協調鱗と曉進紳ゆ翫

　・て　バる。’

　　す癒わち雌界滋藤轟儲既記際電気弓術

聯て・N叩LS岬の麟騨ミ賜罐はじ
め迷騨スペ遍ス・シヤトノ噸の親栖画論’

嫉購懸願計酌縫等峰たって丸儲国及び痢

・ヅ胡ヅ鞭等剛し鯵力醗び力搾徳晒米’．

　　ざ細心賄象鞭（WM9？1及幽際学鱒命蟻、

凶鵬のの主軌聯球大気賭画騨叫1
嘩が騨語論国乱連合会議嘩の㌔1
∴と畑際嘩気圏幽晦（・通s）の実獅定ざれ徳

ウ～飾細蜘櫛研究機構て隅ρ）1及び財1

（衛睡郷陣階宙嶋脇糊鋤鍋ぢ、
脚聯野に和鱗三面6年朔陣場群、

　　　　　　　　　　　　一．ダデ∵’

鯉「し縛」総和鉾1垣襟2号凝霜で1
んぱ！・’昭和5！0C年2朧3号科辮fた鴨惨
　それぞれ軌道上に打ち上げられて各種の科学観潰1上の成果

　をあげている。，

　　劉用の分野嫡呼はデ将来略種実用解シ雇

汀の実現に塗輿雄驚術擁立褐鋤めN・ケッ軍

昂る獅試騨星流同論の認識打上げ計醐

騨弛鎚設鰹海面藩論嘉しているδこのよう

な嚇マて無漏鶏韓艀期ゆち面こと1
が筋騨ら癖勧て糟＼気象観測樋叡び放却

分野に幽幽ヰ気銀星課面諭容量靴鰭鯉1

：蘇張脚難解の開発飛めら嫡お甑ざ

　　　寮岬騨噴も☆嚇獅棚発三冠

、
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（4ジしカ1しな参ら、我が興の字宙開発の現状を先に述づた世

　界の動向と対比してみた場合ぐやや立ち遅れた状況にある。

　　こ嫌め識が戯しては・無痛の進むべ紡向旗、

　　重に見驚あρう、効率的に開発を進めるとともに・国際協

　！：かにういても、よ層積極的にこれを推零する必要がある・

　　　　　～己　　’・　＼　　∫　’．粕ハ　　　一1”

2我が国の縮鞍懸向学’1≧一’一…」
（i）・摩宙開発の雛に当たつそは職掌宙の醗カギ㌧・弓

　　⇔ワ自薦科学め発展に大きな効果を及ぼすζ乏∴P’

　　②ン我々め生活環境の改善や丈化の向上ある喚は産業経暗’

　　の無に醐…釣魏益観たらす．こと＼

⑨科学技徹顔上喚嚇効果をもたらす『ど

等の意義寵すお，ごとを織縞凱、詰姻の経験鋤滋藤

　　　ヒ臆囎鞭ら・科学研究の分野敵て馳球．

稼聯物細論体物騨紬隼物胸脚㌃
　　鋤にはた、輿利用の分野臨いては＼遍極放送・奄・

　　　　　　　　　　　　一一・6ξ」・一、’

　・離層観測、い気象観測べ航行援助3管制、測地、L地球観測等

　の分野への宇宙空間の利用のために、これξらの諸目的を達・

　・成するための議題衛星及びその打上げ用画ケットについて

　、開発を進めるもめとする。・　、一…〔ヨ…　’一、・

《2）　これらの開発を進めるに当たってはy以下の諸点につい’

　・へて留意するものとす為。

　①＝醗縫めるに当だっては識畑の自主性煮凝

　　つつ自主技術の育成を図ることを主眼とするとと。　＼

　　　ただし、諸外国との技術格差の是正を早急に図るため、

　　我が国の技術がある程度ρ段階に達するまでは技術導入・

　　等の手段も面し1燃練縮開発を進める’ものとす1

　　る・　・　な　∴㍗＼芦ド＼’亨甲
②匹工轡び吻トの開発聯っては・両者嘲

　　、和ある開肇を進めるヒとを本旨として両者め整合性に十

　　分醸ずるζと∴・、＼　’ジー

　　　・毒し、その雛碗無窓伽勾トの開発に先行

　　　嫡嘩曝榊で嚇正気象術皐1実騨

．・

R灘叢濃謙欝挙1罷1つ㍗叫，

　　　　一　，、　　　聯1「．ご1匠　　　∴亀

詔　3で照：㌶じン1ン▽恐ゴ湿㌃薗1デ∵1
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